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すると,雌成虫では全体表および尾部への付着によって

死亡率が高く，頭部への付着では低かつ･たが，ほ場にお

いても尾部からの感染がかなり多いであろうと考えられ

る。しかし，菌の濃度との関係についてはさらに検討す
る要があろう。

3）

於保ら（1961）はニカメイチユウおよびサンカメイチ

ュウの体液中に接種された黄きょう病菌分生胞子の発芽

管の伸長速度は蛎化期が近ずくにつれて急激に大きくな
ると報じている。

I!

ほ場観察の結果からすると，ツマグロヨコパイにおい

ても菌の寄生による死亡個体は成虫に多く中令幼虫には

あまりみられなかった。また，黄き‘よう病菌接種の結果

からしても，雌成虫体潅は分生胞子の発芽伸長速度が最

も大きかったことなどから考えると，本病菌に対する本

虫の抵抗性ほ虫態によって異なるもののようである。ま

た，シマグロヨコバイのある世代における黄きょう病菌

による死亡は次世代に影瀞するところが大きいことにも

なるである。
5）

田村（1964）は北陸地方のツマグロヨコパイの誘殺成

絞を検討しj「本害虫の発生予察を正しく行なうために

は発生と気象の相関以前の問題があり何か根本的な研究

が欠けている｡｣と指摘しているが,'今後における本虫の

予察鮒度向上および生物的防除法解明のためには昆虫病

理学的分野からも究明を要する多くの問題があるように

考える。．

Ⅳ摘要

1）、ソマグロヨコパイは1964年の秋期に多くの死亡が

みられたが,それは黄きょう病菌とフザリウム菌による

ものであった。，ろ

2）黄きょう病菌による死亡は接種後3～5日めころ

で，分生胞子の付蒲部位からすると雌成虫の全体表およ

び尾部への付着は死亡率が高く頭部のそれは低かった。

中令幼虫の全体付着では死亡しなかった。

3）分生胞子の発芽伸長速度は虫態によって差がみら

れ雌成虫区が最も大きかった。
I
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ニカメイチュウ第1世代の薬剤防除がクロカメムシ卵寄生バチにおよぼす影響

友永富*・山本公志*・田中正之*＊

（*福井県農業試験場・＊*坂井農業改良普及所）

ZtZezozz"G"ｼ"7zsisAshmeadはクロカメムシのか3.0%やホリドール1.5%粉剤をアールあたり.0･3kg散布

なり有力な天敵であるが，ニカメイチニウ第1世代の薬したほ場で，7月10～12日の3日間にわたってクロカメ

剤散布がこの卵寄生パチのはたらきにいかなる影醤があムシ卵を（各区6～7卵塊あて5株おきに株ぎわ10cm
其

るかを検討した。高に配避）接種した ところ，寄生パチの寄生卵粒率は無

サクションキャッチャーによる調査では寄生パチは6散布区35.4%,BHC区23.2%,ホリドール区8.8%で
月第5半旬ころから水田雑草地で捕集されて，7月下旬あった。

にはほ場でかなり多くの活動がみられ9月第6半旬までこれらの試験を通じて，こんごは天敵を考慮した低毒
観察された。 性薬剤の開発・薬剤散布の時期等が究明されなければな
ニカメイチュウ第’世代の薬剤散布を第’回発ガ最盛らないと考えられる。

期10日後（6月30日）に1区5アール3連制でBHC
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